






研究目的

　昨年度までの研究では,ヒトの細胞に各種の化学物質を作用させ,染色体異常

誘発能および DNA 修復合成誘起能を調べることにより,それらの物質の染色体

および DNAに対する作用特性を比軟解析し,DNA傷害,交換型染色体異常の形成,

突然変異原性,癌原性の間に密接な関連があることを指摘した。本年度はこの

関連性とその機序を追求し,鋭敏な検定システムを検討すると共に,最近急速に

提唱され出した姉妹染色分体交換(SCE)による突然変異・がん原物質の検定に

ついて併せて検討した。


